
                              

 

配布資料５ 
 

平成 30年度「小金井市 認知症安心ガイドブック」についてのご意見 

                       委員名            所属             

 

１．装丁・レイアウト・文字等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．掲載内容について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・明るく優しい色遣いは、目に付きやすく思わず手に取ってしまう事もあると

思うので、とてもいいと思う。 

・ペラ紙の挟み込みは落としたり、ガイドブックを立って目を通す際に読みに

くかったりするので、やめた方がいいと思う。 

・見開きタイプは、意外とどう読めばいいのか迷う人がいる。ジャバラ折りの

方が読みやすいと思う。 

・６ページ目の介護、地域密着サービスの中で、夜間対応型訪問「看護」と

記載されている。「介護」に修正が必要。 

・目次をつけて、見たい情報にたどりつけやすいようにしたらどうか。 

 

 

・内容は家族や関係者向けだと思う。 

あれだけのボリュームだと、本人には理解が難しい。 

・認知症初期集中支援チームについての説明が不十分である。どのような

市民が対象となるか、また、通常の認知症の患者さんとの対応に違いが見

えこないようである。 

・認知症カフェ おれんじについて修正が必要である。 

・あんず喫茶を掲載する。 

 

 



  

３．認知症施策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．普及啓発について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．その他 

 

 

 

 

・（こちらの出来る範囲にはなりますが）ガイドブックの配布、説明、相談な

ど、ご協力させていただきます。 

・この面では、小金井市はかなりいい線をいっていると思います。ただ、冊子

が、やや多すぎる。ダブっているところがある。等の問題はあると思います。 

・認知症に限らず総合相談・さくら体操参加者などに配布し、周知する。 

 

 

 

・認知症講座や認知症サポーター養成講座などの実施を検討しております。 

・小金井市職員をはじめとして、ケアマネさんも頑張っているのはわかります

が、その熱意が向かうところが、ちょっとずれている感じがします。必要なと

ころに必要なサービス、物を提供することができればいいわけですが、必要

のないところにまで、提供することがしばしばあるように思います。 

・家族支援、見守り支援の記載について、括弧付けして詳しい内容を記載す

るのはどうか。例えば、食の自立支援（配食サービス）、ひと声訪問（牛乳配

達）、ふれあい収集（ゴミ捨て）、友愛活動員の訪問・やすらぎ支援（話し相手

訪問）、高齢者地域福祉ネットワーク（民生委員見守り）、ＧＰＳ貸与（行方不

明者）など。 

  

 


